
















これまでの論説によれば， 「と」と「やJ は両方とも物事を並べるのに用いられるが， その違

























(1) A と B（と C…－一）と 1
｝（用例略）
( 2) A と B（と C……） J 




















③ 先生のうちは夫婦と下女だけであった．（こ p.25) 
④ 膳の上には汁と卵どんぶりとつけ物だけしかない．（人 p.245) 
⑤波と風と魚しかいない海の上に，濡れてることなど気にもしていない男が，行儀を守って
働いている2, （濡 p.76) 
「とJ による並べは， もともと列挙された物事はそれだけにかぎるという意味を表わす． だか













































⑩ 私と奥さんとはめったに顔を合わせなかった・（こ p.42) 
⑩／ 私は奥さんとめったに顔を合わせなかった．




































てにぎやかで陽気になったといっている． もちろんこれらの場合， A とBが同時に（両方）成り
立つという可能性も残っている．その判断は文脈あるいは場面にたよらなければならない．例

















以上の四例は，暗示するものはないが， 「と」を使うとかたくなる．例⑮は， 「とJ を使うの
と同じように両方をむしりとった意を表わす．例⑮では，手足だけが欠けてもよい・ あるいは



















「とJ とrやJ 175 
ないぞJ （糸 p.122) 
この用例では，並べられている事柄が同じで，ニヵ所とも「とJ を使ってよさそうであるが，
γや」を使うと「とJ より柔らかくなる．話しの調子がきっくなると「とJ を使う． また，表現









をのこしてくれたかも知れない・ もし「と」を使うと， A とBが共同でなにかをのこしておい
てくれた意味になる．例⑮／の「と」の並べは成経と康頼とが，二人でいっしょに横になってい





















う． どうしても「と」を使いたい場合には「と」の後に「， J を入れなければならない．
以上， rや」の列挙か列挙に近い用法をみてきたが，集めた用例では全部 rAや B」の形の用
例であった．あいまいさや誤解をr避けるための表現上の問題を除けば，並べられた二つの物事の
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